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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 気候が寒冷な本県において、簡易ハウスを活用して、速やかに菌糸を活着、伸長させほだ木の

早期育成を図る技術を確立するため、仮伏せ中のほだ木の水分と温度管理技術等について検

討した。

（１） 仮伏せ中の散水間隔

 仮伏せ中の散水間隔について、ほだ木の含水率変化と菌糸伸長量等から評価を行った結果、

週１回以上の散水が効果的である結果が得られた。ほだ木の部位では、種菌と種菌周りの辺材

の含水率の低下程度が大きかったことから、特に活着前後の散水は、こまめに行う必要がある。

（２） 仮伏せ中の積算温度の確保と高温抑制

 仮伏せ期間に僅かな有効積算温度を着実に確保するとともに、かつ日射が強い日において、高

温障害を抑制する方法として、ダンボール、白色不繊布およびビニールによるほだ木の被覆と、３

月からのハウス内遮光が効果的であった。平成12年に行った経時的温度測定結果では、この方

法により、効率的に積算温度が確保されるとともに、高温障害が生じる温度上昇が抑制され、速

やかな菌糸の活着と伸長が認められた。

（３） 秋接種による夏場発生

 秋期に接種した原木の厳冬期における管理方法を検討した結果、12月～２月上旬のハウス内

の積算温度が150℃程度の年では、ハウス内を加温して3.0℃／日程度積算温度を補うことによ

り、夏期からほだ木の活用が可能になった。

２ 期待される効果

 簡易フレームを活用した生シイタケ生産において、確実な菌糸の活着と速やかな伸長が図れ、

生シイタケ生産の安定性向上が期待される。

３ 適用範囲

県内全域の原木生シイタケ生産者。

４ 普及上の留意点

 菌糸が活着し、温度が確保されて菌糸の伸長量が大きくなる時期には、ほだ木の木口面の割

れや害菌発生の有無等を見ながら、散水を調節する必要がある。また、原木の初期含水率が高

い場合についても、散水間隔を適宜調節する必要がある。
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